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3．研究報告 

3.1 円滑な応急・復旧対応を支援する災害情報提供手法の開発 

3.1.1 過去の災害経験の整理・体系化 

3.1.1.1 都市地震防災ジオポータルの開発 

 

（1）業務の内容 

（a）業務の目的 

 円滑な応急・復旧対応を支援する災害情報提供手法を開発するためには、関係者が状況認識の統一

を図るために提供されるべき情報内容の明確化と、情報を必要とする人々にそれを確実に届ける伝達

手段の整備の両面が必要となる。本個別研究テーマについては、「過去の災害経験の整理・体系化」

を行い提供されるべき情報内容を確定するための情報システムについて検討するものである。 

 個々の防災担当者および被災者（情報の受け手）が災害対応を行うにあたって、どの時点でどのよ

うな情報を必要としたか、それに対してどのような災害情報が提供されたかあるいはされなかったか

について、阪神・淡路大震災や東日本大震災などの過去の災害経験の実証的な調査・研究を通して明

らかにする。調査範囲は、地域特性および地震特性等の基礎情報に加え、発災直後の災害対応から、

復旧・復興までを対象として、地震情報、被害状況、火災発生状況、ライフライン被害・復旧状況、

交通被害・復旧状況、避難施設の位置・運営状況、物資配給状況などを検討する。検討成果は G 空間

情報データベースとして整理し、クラウド技術と動的空間情報マッシュアップ技術を利用した自律分

散協調型の状況認識統一基盤情報システムを構築する。 

 

（b）平成 26 年度業務目的 

 平成 25 年度は任意震源を設定できる地震のシミュレータ「あなたのまちの直下型地震」の開発の

なかで、ジオポータルのコンテンツをマッシュアップしてシミュレーションを行う仕組みを作り、ジ

オポータルの基盤技術ができた。今後はジオポータルを様々な目的に応用する検討と、それに基づく

コンテンツとインターフェースの整理が必要である。 

 平成 26 年度は首都直下地震の新想定に関するデータを初めとしたコンテンツを収集するとともに、

「あなたのまちの直下型地震」で計算できる被害想定項目を増やし、分かりやすく操作できるような

インターフェースを開発する。また、サブプロ①の大規模数値解析結果の可視化、マイクロメディア

と連動したコンテンツのプロトタイプの作成、「あなたのまちの直下型地震」に搭載する火災予測手

法の結果をサブプロ①により提供される可視化技術で可視化する連携を通してジオポータルの利活

用の幅を拡げる。 

 

（c）担当者 

所属機関 役職 氏名 メールアドレス 

京都大学防災研究所 
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助教 

地域連携企画
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鈴木進吾 
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（2）平成 26 年度の成果 

（a）業務の要約 

・ ジオポータルのデータや地図を一般の方に分かりやすく利用してもらうために、Story Maps

形式で成果を公開するためのインターフェースを作成し、コンテンツを公開した。 

・ ジオポータルのデータや地図の検索性を向上させるために、Pivot 形式で格納されているデー

タを表示、絞り込みを行うインターフェースの開発を行った。 

・ ジオポータルのデータや地図の管理を効率化し、コンテンツのマネジメントを行うために、登

録情報の一括更新を行うシステムを開発した。 

・ 首都直下地震の新想定を始め、我が国の主要断層で想定されている震度に関するデータを収集

した。 

・ 「あなたのまちの直下型地震」は新たに、前述の既往の想定を使用した震度予測、事業所の事

業中断日数予測、道路被害予測、物資の需給バランス予測において被害想定項目を増やした。 

・ 「あなたのまちの直下型地震」は、被害想定を行う際の計算順序を示しながら、ステップ・バ

イ・ステップで分かりやすく操作できるようなインターフェースとした。 

・ 「あなたのまちの直下型地震」とサブプロ①の大規模数値解析結果の可視化手法を連携させる

仕組みの検討を行った。 

・ 「あなたのまちの直下型地震」の想定機能をマイクロメディアにおいて実行できるよう、スマ

ートフォン版アプリのプロトタイプを作成した。 

・ 火災予測手法の結果をサブプロ①により提供される可視化技術で可視化する連携を検討した。 

 

（b）業務の成果 

1) Story Maps 形式による成果公開インターフェースの開発 

 本プロジェクトで構築している「都市減災ジオポータル」は、本プロジェクトに参画する研究者の

研究成果としての地図や G 空間情報を含むデータを格納し、共有することを第一義的目的としている。

しかしながら、その地図やデータは高度に研究者の専門性に依存しているものが多く、その地図やデ

ータのみでは、そこから何を読み取ることができるのか、どのように作成されたのか、どのように自

分の研究や知見に利活用することができるのか、簡単にはわからないことが多い。さらに、我が国の

都市減災のために一般に利用してもらうことを考えると、それらの地図やデータを分かりやすくして

公開することが必要である。 

 そこで、平成 26 年度は、Story Maps という形式での地図やデータの公開インターフェースを用い

て、コンテンツの公開方法を検討し、コンテンツの公開を行った。Story Maps とは、これまでの都

市減災ジオポータルのインターフェースの長所である、ユーザーの関心に応じて自在に拡大縮小して

地図を見られるという点を保持しながら、現在地図に表示しているレイヤーの説明をテキスト、画像、

写真、動画、ウェブサイトへのリンクなどの様々なメディアを活用して行えるものである。これによ

り、地図という１つのメディアのみではなく、その短所を補うことのできる様々なメディアを用いて

伝えることができるようになるため、研究成果の一層の利活用、普及を見込むことができる。 

 Story Maps はウェブアプリケーションであり、都市減災ジオポータルと同様にインターネット上

のサイトとして提供されるため、ユーザーはインターネットブラウザを用いてアクセス可能である。

また、この Story Maps ウェブアプリケーションは、テンプレートとビルダーが ESRI 社より提供さ

れており、このテンプレートとビルダーを用いてステップ・バイ・ステップでコンテンツを入力して
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いくことで、比較的簡単に構築可能なことが特徴である 1)。 

 図 1 に Story Maps の例を示す。画面の右側には地図が表示され、左側にはその地図を説明するテ

キストや画像などが表示される。地図は自在に拡大縮小してみることができる。左右の地図と説明コ

ンテンツは連動しており、説明コンテンツをスクロールして読んでいくと、その説明に応じて地図が

切り替わる仕組みになっている。さらに、説明コンテンツの中には地図をコントロールする要素を埋

め込むことができ、これを利用して、その要素をクリックした時に、公開者が閲覧者に見てもらいた

い場所などに自動でズームさせることができる。 

 平成 26 年度はこの Story Maps を用いて、「東北地方太平洋沖地震における神栖市・潮来市の液状

化と配水管被害（筑波大学・庄司学氏）」、「埋設管被害予測の高度化へ向けた丘陵上の宅地造成地の

抽出と首都直下地震の際の建物解体予測（千葉大学・丸山喜久氏）」、「供給系ライフライン機能被害・

復旧予測モデルを用いた市町村別簡易評価システム（岐阜大学・能島暢呂氏）」などの Story Maps

を公開した。 

 

 

図 1 Story Maps の例。ここでは能島により開発されたライフライン機能被害の簡易評価システム

から出力される水道の復旧過程情報を解説している。 

 

2) Pivot 形式によるコンテンツブラウズインターフェースの開発 

 これまでの研究開発により、都市減災ジオポータルには 500 を超える数多くのコンテンツが登録さ

れてきており、これらを体系化し、効率よくコンテンツをブラウズできるインターフェースが必要と

なった。そこで、本年度は Pivot for ArcGIS Online というアプリケーションを用いて、膨大なコン

テンツの中から、それぞれのコンテンツにつけられたメタデータを元に絞り込み検索を行っていくイ

ンターフェースを開発した。図 2 に Pivot for ArcGIS Online の画面イメージを示す。 

 画面は左右に分かれており、左側にコンテンツを絞り込んでいくための、キーワード、作成日時、

タグ、作成者、タイトル、コンテンツのタイプ（ウェブマップ、マップサービス、イメージサービス

などの別）、ほかのユーザーがつけたコメント数、閲覧回数などのリストが表示される。ユーザーは

このリストを見ることによってどのようなコンテンツがあるのかをテキストおよびグラフで瞬時に

把握することができる。そして、その中から、絞り込みたい項目にチェックを入れたり、閲覧回数な
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どの閾値を設定したりしていくと、それに応じて動的に右側の地図リストが切り替わり、該当する地

図に絞り込まれていく。右側の地図リストの中でみたいものをクリックすると、詳細表示に切り替わ

り、そこからジオポータルへリンクし、自由に拡大縮小して見られるようになる。 

 今後は、コンテンツにつけるタグやキーワードなどの用語の統一、またはあいまい検索などによる

タグ・キーワード一覧の整理、さらに、タグやキーワードを階層構造化して体系化し、よりわかりや

すく検索できるよう機能を改善していく予定である。 

 

図 2 Pivot for ArcGIS Online を用いたコンテンツ閲覧画面。左側の項目リストから見たいものを選

択していくと、それに応じて該当するコンテンツが右側に絞り込まれていく。 

 

3) ジオポータルのコンテンツマネジメントシステムの開発 

 前項でも述べたとおり、都市減災ジオポータルのコンテンツ数が増大してきており、さらに増大す

ることが予想されている。そこで、本年度は、これらのコンテンツが増大した場合でも、管理者やコ

ンテンツ登録者が容易にそれらをマネジメントできるように、コンテンツ管理システムの開発を行っ

た。 

 現状では、ジオポータルのコンテンツはすべてブラウザ上で行わなければならない。ブラウザを使

ったインターフェースの制約から、コンテンツはひとつひとつ登録フォーム上で登録や変更を行わな

ければならず、コンテンツの量が増えると登録や変更作業に労力がかかり、コンテンツの登録や更新

の障壁となっている。 

 今年度開発したシステムは、ジオポータルとの登録データのやりとりを CSV 形式のファイルを用い

て行うものである。登録に必要な情報を記載したテキストデータ（カンマ区切り、CSV 形式）を用意

し、それをシステムが読み込んで、ジオポータルへの登録処理を行う。これにより、多数のサービス

の一括登録、多数のレイヤーを含むサービスからの各レイヤーの個別登録などが可能となる。後者の

ように多数のレイヤーを含むサービスはこれまでひとつひとつレイヤーを登録しないと、それをレイ

ヤーとしてジオポータルで使用することができなかった。それがこのシステムを利用することでひと

つひとつを容易にレイヤーとして分解して登録することが可能となり、より多くのレイヤーを検索し

てマッシュアップすることが可能となる。また、ジオポータルに登録済みのデータの更新は、ジオポ

ータルから登録情報をテキストデータとしてダウンロードし、それを編集してアップロードすること
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により可能となった。これにより膨大なデータへ一括でタグ付けしたり、著作権情報などのメタデー

タを一括で登録することができるようになり、コンテンツ管理にかかる労力が大幅に削減できる。 

 さらに、これまでは ArcGIS Online の仕様により、多数のラスターレイヤーが入ったマップサービ

スは、手動でもその中の各レイヤー単独の登録はできなかった。本システムはこのようなラスターレ

イヤーも単独で登録することが可能であり、よりきめ細かなデータ登録と検索、共有が可能となった。 

 

4) 「あなたのまちの直下型地震」の開発とデータの拡充 

 「あなたのまちの直下型地震」とは、誰もが、ブラウザで、簡単に、任意の震源を設定して、被害

想定等を行うことができるウェブアプリケーションである。「あなたのまちの直下型地震」はジオポ

ータルに蓄積されたデータを使用して、震度想定、被害想定、社会基盤施設サービス中断の推定等を

それぞれモジュール化されたジオプロセッシングサービスを連携させて被害推定を行う。平成 25 年

度では、ウェブブラウザ上で、任意の位置に震源を設定し、震度の計算、震度曝露人口の計算、建物、

火災、人的被害の計算等の基本的機能を備えたものを開発した。 

 平成 26 年度は、まずデータの拡充を行った。これまでは、ユーザーが任意地点に点震源を設定し

て計算する機能のみであったが、想定データを拡充し、「巨大地震から選択する」機能と「断層リス

トから選択する」機能を追加した。「巨大地震から選択する」機能では、2005 年と 2013 年に中央防

災会議が想定した首都直下地震、2003 年と 2012 年に中央防災会議が想定した南海トラフの地震の想

定データから選択して想定できるようになった。「断層リストから選択する」では J-SHIS が公開し

ている全国地震動予測地図の断層リストごとの震度分布データを用い、ユーザーが活断層を選択して

想定を行えるようになった。 

 

5) 「あなたのまちの直下型地震」の想定機能の拡充 

 「あなたのまちの直下型地震」への機能の追加を行った。まず、永田の方法を用いたライフライン

の機能支障とそれに伴う企業の事業中断の推計機能を追加した。永田の方法を GIS で実行できるよう

にプログラミングし、これをジオプロセッシングサービスとして公開した。このジオプロセッシング

サービスはアプリケーションから想定ケースの設定を取得し、それと震度推計のジオプロセッシング

サービスの結果から、ライフラインの支障日数および企業の事業中断日数を計算し、地図上に結果を

返すものである。この画面を図 3に示す。次に、庄司の方法を用いて主要道路の被害を推計する機能

を追加した。これも上述と同様にジオプロセッシングサービスが震度推計の計算結果を用いて道路被

害を予測し地図上に返すものである。さらに、ミネラルウォーターとパンの需給バランスの推計を行

う機能も追加した。この推計はライフラインの寸断などから需要量を計算し、供給量と比較するもの

である。 
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図 3 「あなたのまちの直下型地震」でライフライン支障（上水道）を計算した例 
 

最後に、それぞれの推計を行った後、ユーザーが関心を持つ任意の地点での状況のサマリーを表示

する機能を追加した。ユーザーは推計を行った後、自身の関心とする任意地点をクリックすると被害

や支障の要約を得ることができ、自組織の各施設などの状況がどうなるかを簡単に調べることができ、

BCP 等の検討に活用することができると考えられる。 

現時点での「あなたのまちの直下型地震」に搭載されているデータ、処理、結果の連携と入力を示

したものを図 4に示す。図中に青色で示したユーザーによるパラメータなどのインプットをアプリケ

ーションで受け付け、水色のデータサービスのデータを使用して、赤色の処理サービスがあらかじめ

定義された処理を行う。その結果を地図に表示させるのが橙色の結果サービス、地図には表示させな

いが後の処理に使用するために出力するのが紫の結果サービスである。これらの結果サービスのデー

タは次の処理に用いられる。このようにそれぞれのデータや処理、結果がサービスとして最小単位で

独立しており、それらを組み合わせて複雑な予測が可能となるように設計されている。 

 

 
図 4 「あなたのまちの直下型地震」におけるデータ、処理、結果サービスの連携と入力 



11 
 

6) 「あなたのまちの直下型地震」のインターフェースの開発 

 「あなたのまちの直下型地震」のインターフェースの開発を行った。前述のようにシステムは多数

の計算が連携されて結果を出力している。このため、想定計算は順序だって行われなければならない。

そこで、画面の右側に設定や凡例を表示するフレームを設け、ここで、ステップ・バイ・ステップで

計算を進められるようにした。ユーザーは上から下に番号の順番に従って「震度推計」→「基本的な

被害の推計」→「ライフラインや事業の中断の推計」→「道路被害の推計」→「物資需給の推計」→

「任意地点での状況の要約」と解析を進める。 

 

7) サブプロ①やマイクロメディアサービスとの連携の検討 

「あなたのまちの直下型地震」とサブプロ①の大規模数値解析結果の可視化手法を連携させる仕組

みの検討を行った。サブプロ①で生成される可視化結果を読み込むモジュールを開発し、建物被害に

反映させる仕組みの開発を行った。 

「あなたのまちの直下型地震」の想定機能をマイクロメディアにおいて実行できるよう、スマート

フォン版アプリのプロトタイプを作成した。スマートフォン版アプリでは想定のための設定項目を別

ページで入力し、結果を地図ページで見られるようにし、見やすさを優先した設計とした。 

火災予測手法とサブプロ①の可視化技術の連携を検討した。検討の結果、今後、①大型構造物を対

象として、流体計算による延焼予測結果を可視化する、②面的に広がる街区を対象として、延焼伝播

モデルを用いて東京 23 区の建物データから首都直下地震で発生する 800 の火災のリスクを評価し、

可視化する、の 2 つの観点で連携し、火災予測技術と可視化技術の向上を研究することになった。 

 

（c）結論ならびに今後の課題 

平成 26 年度の業務目的はほぼ達成できた。「都市減災ジオポータル」は検索、管理、見せ方の面で

機能を追加したが、今後は地図以外のメディアと連携し、より効果的に情報を発信・管理できるよう

にする必要がある。これに対してはリテラシーハブと連携して進めることを考えている。「あなたの

まちの直下型地震」は様々な機能を追加したが、今後は対象とするユーザー層ごとに、それぞれに必

要な機能を絞りつつ、一般公開していきたい。「サブプロ①との連携」は火災延焼の可視化とその活

用法について研究を進めていく予定である。 

 

（d）引用文献 

1）ESRI: Story Maps, http://storymaps.arcgis.com/ja/, 2015/03/31 閲覧. 

2）永田茂：地震時のライフライン機能支障による企業の事業影響の簡易評価手法について、第 2

回相互連関を考慮したライフライン減災対策に関するシンポジウム講演集，土木学会  

3）庄司学・高橋和慎・中村友治・櫻井俊彰：2011 年東北地方太平洋沖地震において地震動が主要

因と考えられる道路構造物の被害―東北 6県及び関東 1都 6県に敷設された国道及び県道の被害

―,土木学会論文集 A1,Vol.68,No.4,I_1186-I_1193,2012. 

 

（e）学会等発表実績 

学会等における口頭・ポスター発表 

なし 
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学会誌・雑誌等における論文掲載 

なし 

 

マスコミ等における報道・掲載 

なし 

 

（f）特許出願，ソフトウエア開発，仕様・標準等の策定 

1）特許出願 

なし 

 

2）ソフトウエア開発 

名称 機能 

あなたのまちの直下型地震 全国で任意の震源で地震災害の各種想定・推定をウェブで実

行できる 

 

3）仕様・標準等の策定 

なし 

 

（3）平成 27 年度業務計画案 

平成 26 年度の業務により、コンテンツをよりわかりやすく検索するシステム、コンテンツを容易

に管理できるようにするシステム、コンテンツをよりわかりやすく伝えるためのストーリーマップ，

そのデータを用いた地震災害過程のシミュレータ「あなたのまちの直下型地震」が開発され、ジオ

ポータルへの成果の集約とその応用およびわかりやすい形での発信システムが完成しつつある。 

平成 27 年度は、「あなたのまちの直下型地震」の一般公開を行い，使いやすいインターフェース

とコンテンツ、およびそれらにデータや技術をマッシュアップするための標準的な使用手順の普及

のための研究を行う。「あなたのまちの直下型地震」の一般公開に当たっては、想定ユーザーを一般、

実務者、企業の３つに分類し、それぞれのニーズにあった想定機能を提供する。一般ユーザーに対

してはわかりやすく簡単に実行できることを主目的とし、余分な機能を削除した「Home 版」とし

て公開する。実務者に対してはフル機能で様々な想定が可能な「Pro 版」として提供する。企業向

けには BCP の検討に資する Business Impact Analysis ができる機能を主として取りそろえ

「Business 版」として提供する。「あなたのまちの直下型地震」は一般公開後、実際に一般の方に

使用してもらい、その意見や操作ログから機能やインターフェースなどの改善に役立てる仕組みを

盛り込む。 

また、リテラシーハブ研究との連携により、ジオポータルのブリーフィングブック機能を利用し

て、このような一連の地図の操作・活用について教育・練習ができるサイトを立ち上げ、このよう

なものを使用するリテラシーの育成を目指す。「都市減災ジオポータル」が高機能でプロ向けである

ために、使いにくい箇所については、リテラシーハブで開発中の「デザイントレンドプレス」と連

携し、ユーザーが簡単に閲覧や収集、登録、ストーリーの作成ができるようにし、「都市減災ストー

リーマップポータル（仮）」を開発する。 

これらの過程で、事前の想定から緊急時の被害推定、マイクロメディア情報活用、衛星・航空写
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真活用、現場からの情報集約をシームレスに実施するためのジオポータル活用の標準的な使用手順

を検討する。事前の想定や緊急時の推定は「都市減災ジオポータル」および「あなたのまちの直下

型地震」を使用する。マイクロメディア情報活用については、マイクロメディア研究との連携によ

り、マイクロメディアからの情報を地図化する「ソーシャルメディアマップ」を作成し、衛星・航

空写真からの被害範囲の読み取りと連動させた利活用研究を行う。 

サブプロ①の大規模数値解析結果の可視化との連携は、大規模火災予測計算とサブプロ①の可視

化技術の連携を実装する。このために２つの面で検討と開発を行う。１つめとして、大型構造物を

対象として、流体計算を用いて延焼予測を行い、その結果をサブプロ①のシステムで可視化する手

法を開発する。２つめとして面的に広がる街区を対象とした延焼伝播モデルを用いた火災予測計算

を、東京 23 区の建物データを用いて行う。そして、首都直下地震で発生すると予想されている 800

の火災のリスクを評価し、サブプロ①のシステムで可視化する。これらの 2 つの観点から連携を検

討し、火災予測技術と可視化技術の向上のための研究を行う。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


